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Conclusion 

Publication 

  今回の論文により、血液中の遊離DNAをddPCRを用いて解析するLiquid Biopsy技術は、がん組織を用いることなく、胃
がんにおける数少ない分子標的治療薬の標的であるHER2遺伝子の増幅を、高感度・高精度に低侵襲で検出できる一つ
の有用な方法である事が提示されました。 
 

  また今回の検出法により、ddPCRは予後予測や治療効果の予測・判定による効果的な研究ツールとなり、分子標的薬

治療の適応拡大などを通じて、胃がん治療の有用な手法となる可能性が期待されると同時に、手術標本及び血液サンプ
ルでHER2陰性の症例で術後再発した症例の約半数で血液中のHER2増幅が認められるなど、貴重な臨床知見も得られ
ました。 

※ 本資料作成に当たり、徳島大学大学院医歯薬学研究部 人類遺伝学分野 井本 逸勢先生、京都府立医科大学大学院医学研究科 消化器外科 大辻英吾先生より監修を頂いております。 
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ddPCRを用いた論文の検索サイトはこちら （www.bio-rad.com/ddPCR/publications） 
 

本文献の詳細につきましては、下記 徳島大学ホームページ上でプレスリリースとして掲載されています。 

徳島大学ホームページPDF Fileダウンロードサイト （http://www.tokushima-u.ac.jp/docs/2016022900011/files/280229.pdf） 

  論文には胃がん患者における術後HER2値のモニタリングの詳細が説明されており、術時HER2陰性胃がんに対する分
子標的薬の新たな候補症例、術後の治療経過モニタリングに有用であった症例における術後HER2値のモニタリングとCT

画像、および従来の血中腫瘍マーカーであるCEAとCA19-9値の比較など、数々の興味深い結果が掲載されています。詳
細は下記Publicationに記載されている論文をご参照ください。 


